
田植え　令和 4年 6月 1日　豊浦小学校 5年生の皆さん
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  2    理事長あいさつ
  3    新総代名簿
  4    水難事故防止
  5    加治川用水輪番制カレンダー
  6    第 73回通常総代会
  7    令和４年度組合費の賦課徴収方法と徴収時期等について
  8、9    令和４年度賦課基準
10、11    令和４年度収支予算の概要
12、13    五十公野バイパス 開通
14、15    国営加治川用水地区
16、17    令和４年度農業農村整備事業実施予定
18～ 20    ほ場整備事業のうごき
21    県営阿賀野川右岸地区
22、23    多面的機能支払
24    お知らせとお願い
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今
年
の
梅
雨
入
り
は
昨
年
よ
り
１
日
遅
く
、

平
年
よ
り
３
日
遅
い
６
月
14
日
と
な
り
ま
し
た
。

空
を
見
上
げ
る
と
、
鬱
陶
し
い
空
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
田
圃
を
見
る
と
青
々
と
し
た
稲
が

順
調
に
生
育
し
て
い
る
今
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
新
規
感
染

者
数
も
６
月
に
入
り
減
少
に
転
じ
、
収
束
に
向

か
い
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

油
断
は
禁
物
で
、
い
つ
ま
た
増
加
に
転
じ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
感
染
予
防
対
策
は
必
要

で
あ
り
ま
す
が
、
早
期
に
「
マ
ス
ク
の
無
い
」

日
常
に
戻
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

２
０
２
０
年
秋
以
降
の
米
中
の
経
済
摩
擦
に

よ
る
半
導
体
不
足
に
始
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
に
よ

る
原
油
高
、
そ
こ
に
輪
を
か
け
て
本
年
２
月
に

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
よ
り
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
騰
、
穀
物
（
食
料
）
不

足
が
全
世
界
に
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
国
内
で
も
、
食
料
品
の
価
格
上
昇
、
自

動
車
を
は
じ
め
と
す
る
機
械
部
品
や
製
品
、
建

築
資
材
な
ど
高
騰
が
発
生
し
、
日
常
生
活
に
影

響
が
出
始
め
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
農
業
に
目
を
向
け
る
と
、
肥
料
・
飼
料
、

農
業
資
材
の
高
騰
や
農
作
業
機
械
の
価
格
上

昇
、
納
期
遅
れ
な
ど
同
様
に
影
響
が
出
始
め

て
参
り
ま
し
た
。

　

通
常
国
会
終
了
後
の
岸
田
総
理
の
記
者
会

見
で
、「
秋
に
向
け
て
肥
料
の
原
料
価
格
高

騰
が
、
多
く
の
農
産
物
価
格
の
更
な
る
上
昇

に
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
に
も
手
を
打
ち
、
国
民
の
皆
様
が
毎
日
購

入
す
る
様
々
な
農
産
物
に
つ
い
て
生
産
コ
ス

ト
を
最
大
１
割
程
度
引
き
下
げ
、
価
格
上
昇

を
抑
制
し
ま
す
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

米
の
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
、
国
も
何

ら
か
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

食
糧
危
機
の
と
き
に
、
食
糧
の
中
で
唯
一

と
い
っ
て
も
過
言
の
な
い
、
主
食
用
自
給
率

１
０
０
％
の
「
米
」
が
国
民
の
皆
様
か
ら
見

直
さ
れ
る
時
が
来
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

食
料
の
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
、
食
料

の
安
定
供
給
の
た
め
に
も
、
作
物
の
作
付
地

域
の
適
地
適
産
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

令
和
４
年
度
の
土
地
改
良
区
運
営
に
つ
い

て
、
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

運
営
の
基
盤
と
な
る
運
営
事
務
費
や
維
持

管
理
費
の
経
常
賦
課
金
は
据
え
置
き
と
し
、

特
別
賦
課
金
で
も
若
干
の
増
減
は
あ
り
ま
す

が
、
ほ
ぼ
前
年
と
同
様
の
10
ａ
当
り
単
価
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
事
業
実
施
関
係
に
つ
い
て
で
す
が
、

県
営
事
業
で
は
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
と

令
和
４
年
度
予
算
を
一
体
的
に
執
行
し
、
県

営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
は
６
地
区
、

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
は
３
地
区
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
事
業
予
算
や
内
容

に
つ
い
て
は
、
本
広
報
に
詳
し
く
記
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
維
持
管
理

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
土
地
改
良
施
設
維

持
管
理
適
正
化
事
業
を
２
地
区
（
本
田
第
２

ご
あ
い
さ
つ

理事長
長谷川 義明

揚
水
機
場
、
下
興
野
頭
首
工
）
実
施
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
計
画
的
に
更
新
・
補
修
工
事

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
通
常
の
維
持
管
理
に

つ
き
ま
し
て
は
、
例
年
通
り
維
持
管
理
や
地

域
か
ら
の
要
望
を
受
け
た
箇
所
の
補
修
等
を

実
施
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
加
治
川
用
水

の
輪
番
取
水
が
６
月
13
日
よ
り
始
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
例
年
の
こ
と
で
す
が
、
上
・
下
流

公
平
に
利
用
で
き
ま
す
よ
う
組
合
員
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
６
月
５
日
、
本
土
地
改
良
区
総
代
の

任
期
満
了
に
伴
う
総
代
選
挙
が
執
行
さ
れ
、

総
代
の
候
補
者
の
数
が
、
選
挙
す
べ
き
総

代
の
数
を
超
え
な
い
の
で
、
立
候
補
者
全
員

が
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
４
年

間
、
本
土
地
改
良
区
運
営
に
携
わ
る
地
域
代

表
63
人
の
新
た
な
総
代
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
総
代
選
挙
で
は
、
総
代
総
数
の
約
３

分
の
１
、
22
人
の
総
代
が
入
れ
替
わ
り
、
そ

の
内
、
３
期
12
年
以
上
に
わ
た
り
在
任
さ
れ
、

今
回
退
任
さ
れ
た
総
代
が
８
名
お
り
ま
し
た
。

長
き
に
わ
た
り
運
営
に
ご
協
力
賜
り
ま
し
て
、

こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
感
謝
と
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

  

近
年
、
７
月
、
８
月
に
は
局
地
的
な
豪
雨

が
発
生
し
、
昨
年
、
一
昨
年
と
２
年
連
続
で

河
川
の
氾
濫
や
農
地
へ
の
湛
水
被
害
が
生
じ

ま
し
た
。
特
に
ゲ
リ
ラ
豪
雨
的
な
降
雨
が
頻

発
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
が
続
き

酷
暑
と
な
る
予
報
も
出
て
お
り
ま
す
。
今
年

は
豪
雨
災
害
が
無
く
過
ご
し
や
す
い
夏
に
な

り
、
穏
や
か
な
気
候
で
の
秋
の
収
穫
を
迎
え

ら
れ
る
こ
と
を
願
い
、
あ
わ
せ
て
、
組
合
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長
　
　
長
谷
川
　
義
　
明

　
　
　
　
　
　
　
　（
乗
　
廻
）

副
理
事
長
　
小
　
林
　
隆
　
雄

（
下
中
ノ
目
）

理
　
事
　
　
二
　
瓶
　
幸
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　（
北
蓑
口
）

理
　
事
　
　
磯
　
部
　
　
　
昭

　
　
　
　
　
　
　
　（
天
　
王
）

理
　
事
　
　
齋
　
藤
　
啓
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　（
荒
　
川
）

理
　
事
　
　
遠
　
藤
　
敏
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　（
上
荒
町
）

理
　
事
　
　
齋
　
藤
　
耕
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　（
興
　
野
）

理
　
事
　
　
後
　
藤
　
和
　
已

　
　
　
　
　
　
　
　（
佐
々
木
）

理
　
事
　
　
本
　
間
　
藤
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　（
黒
　
山
）

理
　
事
　
　
五
十
嵐
　
直
　
明

　
　
　
　
　
　
　
　（
八
　
幡
）

理
　
事
　
　
伊
　
藤
　
誠
　
一

　
　
　
　
　（
中
ノ
目
新
田
）

総
括
監
事
　
波
多
野
　
　
　
智

　
　
　
　
　
　
　
　（
太
　
斎
）

監
　
事
　
　
猪
　
股
　
一
　
直

　
　
　
　
　
　
　
　（
中
ノ
通
）

監
　
事
　
　
阿
　
部
　
正
　
博

　
　
　
　
　
　
　
　（
松
　
岡
）
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新総代63名決まる

総代定数 50名� 任期４年（令和 4年 7月 2日から令和 8年 7月 1日まで）
選挙区 総代番号 集落名 氏　　名 在任期数 選挙区 総代番号 集落名 氏　　名 在任期数

１
「
荒
橋
地
区
」

1 下 荒 町 石 坂　　 守 3 ６
「
松
浦
地
区
」

33 六 日 町 大 竹 裕 介 1
2 太 � � 斎 渡 邉 輝 夫 3 34 八� � 幡 加 納　　 弘 1
3 久 � � 保 齋 藤 和 弘 2 35 八幡新田 藤 間 智 雄 3
4 小 � � 坂 小 池 康 博 5 36 小� � 友 島 影 芳 司 1
5 赤 � � 橋 鈴 木 一 広 1 37 法 正 橋 鈴 木 一 夫 1
6 切 � � 梅 菊 田 達 夫 2 38 浦 湯 淺 嘉 雄 5
7 竹 ヶ 花 齋��藤��喜太郎 2 39 松� � 岡 湯 淺 知 生 3

２
「
中
浦
地
区
」

8 池 ノ 端 阿 部 好 春 3 40 松� � 岡 田 村 正 一 1
9 戸 板 沢 小 池 信 義 1 41 松� � 岡 伊 藤　　 広 2
10 大 伝 新 道 榎 本 俊 夫 2 42 荒� � 川 阿 部 勇 一 3
11 下 中 ノ 目 高 山 勇 一 3 43 荒� � 川 赤 澤 浩 之 1
12 下 中 ノ 目 齋 藤 一 博 2 44 上 中 山 鹿 間 幸 一 1
13 中ノ目新田 渡 邉　　 守 4 ７

「
旧
佐
々
木
出
張
所

地
区+

西
蓑
口
」

45 北 蓑 口 古 田 光 浩 2
14 乙 � � 次 榎 本 茂 夫 2 46 西 蓑 口 三田村��啓　二 3
15 吉 � � 浦 榎 本 和 人 1 47 西 宮 内 樋 口 秀 幸 4

３

「
天
王
地
区
」

16 三 ツ 椡 磯 部　　 均 3 48 日� � 渡 野 本 重 八 3
17 三 ツ 椡 円 山 耕 市 1 49 則� � 清 小 野　　 敏 1
18 福 � � 島 佐 藤　　 強 3 50 曽� � 根 渡　邉��與一郎 7
19 乗 � � 廻 藤 田 一 則 2 ８

「
旧
佐
々
木
土
地
改
良
区
地
区
」

51 佐 々 木 井 﨑 英 明 1

４
「
阿
賀
水
系

（
豊
浦
用
水
）」

20 竹 俣 万 代 鈴 木 正 雄 1 52 佐 々 木 川��﨑��義　廣 1
21 加 治 万 代 榎 本 盛 雄 6 53 上 中 沢 古 山 耕 一 2
22 万 � � 代 赤 澤 美 幸 7 54 飯 島 下 前 田 一 男 2
23 天 � � 王 小 林　　 敏 1 55 飯 島 乙 石 井 善 栄 2
24 天 � � 王 横 野　　 寛 2 56 下 興 野 熊 倉 成 一 2
25 月 � � 岡 小野塚��慶��彦 2 57 下 興 野 齋 藤 邦 雄 2

５
「
阿
賀
水
系

（
本
田
用
水
）」

26 興� � 野 佐 藤　　 猛 1 58 太田新田 本 間 一 則 2
27 上 本 田 渡 邊 一 馬 1 59 飯島新田 五十嵐��擁　治 2
28 下 本 田 大 堀��　 斉 1 60 鳥� � 穴 伊 藤　　 洋 2
29 下 本 田 渡 邉　　 満 1 61 鳥� � 穴 木 滑 健 藏 2
30 八� � 万 野 﨑 俊 一 2 62 砂� � 山 山 尾 隆 一 1
31 中 ノ 通 赤 松 勝 巳 2 63 黒� � 山 北 澤 栄 一 1
32 滝� � 沢 渡 邊　　 剛 3 ※ �は新任の方です。

総代は組合員の代表です。
　

令
和
4
年
6
月
5
日
、
任
期
満
了
に
よ
る
総
代

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
立
候
補
者
の
数
が
選
挙

す
べ
き
総
代
の
定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
立

候
補
者
全
員
が
当
選
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
総
代
の
皆
様
は
、
組
合
員
及
び
地
域
の
代
表

と
し
て
令
和
4
年
7
月
2
日
か
ら
令
和
8
年
7
月

1
日
ま
で
の
4
年
間
に
わ
た
り
本
土
地
改
良
区
の

最
高
議
決
機
関
で
あ
る
「
総
代
会
」
を
組
織
し
、

総
代
会
で
審
議
さ
れ
た
事
項
及
び
そ
の
結
果
に
つ

い
て
組
合
員
へ
の
周
知
に
努
め
、
土
地
改
良
区
の

運
営
に
携
わ
っ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
4
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

お
疲
れ
様
で
し
た

　
　

今
回
の
改
選
に
よ
り
退
任
さ
れ
る
皆
様

青
井　

鉄
男 

様　

７
期
28
年
（
天　

王
）

髙
山　
　

努 

様　

５
期
20
年
（
則　

清
）

佐
々
木
政
司 

様　

４
期
16
年
（
興　

野
）

佐
藤　

衛
一 

様　

４
期
16
年
（
上
本
田
）

五
十
嵐
直
明 

様　

４
期
16
年
（
八　

幡
）

武
藤　

英
咲 

様　

４
期
16
年
（
荒　

川
）

渡
邉　
　

隆 

様　

３
期
12
年
（
乗　

廻
）

赤
澤　

満
雄 

様　

３
期
12
年
（
上
中
山
）

大
堀　

壽
廣 

様　

２
期
８
年
（
下
本
田
）

五
十
嵐
孝
恵
智 

様　

２
期
８
年
（
下
本
田
）

本
間　
　

隆 

様　

２
期
８
年
（
大　

崎
）

神
田　

文
弘 

様　

２
期
８
年
（
浦
新
田
）

阿
部　

正
博 

様　

２
期
８
年
（
松　

岡
）

羽
賀　

眞
一 

様　

１
期
４
年
（
赤　

橋
）

嶋
田　

鉄
男 

様　

１
期
４
年
（
吉　

浦
）

小
川　

孝
二 

様　

１
期
４
年
（
竹
俣
万
代
）

小
野　
　

淳 

様　

１
期
４
年
（
小　

友
）

肥
田
野
春
治 

様　

１
期
４
年
（
佐
々
木
）

川
﨑　

重
夫 

様　

１
期
４
年
（
佐
々
木
）

曽
我
登
志
夫 

様　

１
期
４
年
（
砂　

山
）

勝
山　

正
春 

様　

１
期
４
年
（
黒　

山
）
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～「地域ぐるみ」で声掛けを！～

令和4年度安全管理推進ポスター
管内の小中学校へ掲示をお願いしています

水難事故防止に向けて

国営佐々木江支線用水路（下荒町）

国営乙見江支線用水路（浦）

下興野頭首工（下興野）

坊住堤（興野）

　

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
時
期
、
用
排
水
路
や

た
め
池
で
は
、
農
作
業
に
水
を
た
く
さ
ん
使

う
の
で
、
水
量
が
増
え
て
大
変
危
険

で
す
。

　

用
排
水
路
や
た
め
池
で
は
、
落
ち
た
ら
上
が

れ
な
い
場
所
も
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
が

近
く
で
遊
ば
な
い
よ
う
、
不
用

意
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、
地

域
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
声
掛
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
キ
ケ
ン 

立
入
禁
止
」「
あ
ぶ
な
い
！
」「
あ

そ
ん
じ
ゃ
ダ
メ
！
」
等
の
注
意
看
板
が
あ
る
と

こ
ろ
に
は
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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水は大切な資源です
上・下流公平に行きわたるように用水の使用と

節水にご協力をお願いいたします。

6 月
日 月 火 水 木 金 土

19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

7 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

8 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

※８月下旬以降の日程については、天候により変更の可能性があります。

9 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

通水日 断水日

通水日 断水日

通水日 断水日

通水日 断水日

令和4年度  輪番制カレンダー
加 治 川 用 水

用水路や周辺にゴミを捨てない！飛散物を置かない！
水路内のゴミを減らすことができます。

※ 6 月 13 日（月）午後 7 時から第 1 頭首工
　より取水開始（48 時間交代）
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第
73
回
通
常
総
代
会
が
、
令
和

4
年
3
月
6
日
（
日
）
午
後
3
時

か
ら
新
発
田
市
豊
浦
庁
舎
２
階
大

会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
総
代
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
、
書

面
議
決
を
利
用
し
て
最
低
限
の
人

数
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
長
谷
川
理
事
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
、
48
番
総
代
野
本
重

八
氏
（
日
渡
）
を
議
長
に
選
任
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
令
和

３
年
度
補
正
予
算
、
地
区
除
外
・

地
区
編
入
、
定
款
・
規
程
の
変
更
、

令
和
4
年
度
収
支
予
算
な
ど
計
20

議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
か
ら
議
案
の
説
明
を
行
っ

た
後
、
慎
重
審
議
が
な
さ
れ
、
全

議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

豊浦郷土地改良区　第 73 回通常総代会
日時　令和 4 年 3 月 6 日（日） 午後 3 時 00 分開会
場所　新発田市豊浦庁舎 2 階大会議室
総代定数　63 人　　欠員　1 人　　現在総代数　62 人
本総代会　出席者 62 人（内訳本人 4 人、書面議決 58 人）　欠席者 0 人　100％

議長を務める　48 番総代
野 本 重 八 氏

（日 渡）

●● 議　題 ●●

議案第 １ 号　令和 3 年度 一般会計収支補正予算について
議案第 ２ 号　令和 3 年度 維持管理事業特別会計収支補正予算について
議案第 ３ 号　令和 3 年度 圃場整備事業特別会計収支補正予算について
議案第 ４ 号　令和 3 年度 日本政策金融公庫資金の借入及び償還方法について
議案第 ５ 号　令和 3 年度 中間監査報告について
議案第 ６ 号　新発田市八幡地区他の一部地区除外及び同市山崎地区の一部地区編入について
議案第 ７ 号　豊浦郷土地改良区 定款の一部変更について
議案第 ８ 号　豊浦郷土地改良区 地区除外等処理規程の一部変更について
議案第 ９ 号　令和 4 年度 新規土地改良施設維持管理適正化事業の実施について
議案第 10 号　令和 4 年度 一般会計収支予算について
議案第 11 号　令和 4 年度 維持管理事業特別会計収支予算について
議案第 12 号　令和 4 年度 圃場整備事業特別会計収支予算について
議案第 13 号　令和 4 年度 組合費の賦課徴収方法とその時期について
議案第 14 号　令和 4 年度 日本政策金融公庫資金の借入及び償還方法について
議案第 15 号　令和 4 年度 一時借入金の最高限度額及びその方法について
議案第 16 号　令和 4 年度 財政調整積立金の繰替運用について
議案第 17 号　令和 4 年度 施設管理積立金の繰替運用について
議案第 18 号　令和 4 年度 施設管理積立金の処分について
議案第 19 号　令和 4 年度 金銭預入先金融機関について
議案第 20 号　令和 4 年度 専決事項の承認について

第73回通常総代会
令和４年度予算など全議案が可決
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①　賦 課 基 準 日	 令和 4年 4月 1日
②　賦課金通知書発行日	 令和 4年６月３０日
　　　　　　　　　　　　　（１期分、２期分まとめて送付いたします。）
③　納　　期　　限	 １期　令和 4年			9 月 20日（火）

	 ２期　令和4年 12月			9 日（金）
④　口座振替納入をご契約の方は、上記の納期限日に引落しを行いますので、前日
　　までに口座へご入金くださいますようお願い申し上げます。
⑤　口座振替納入の手続きをご希望の方は、本土改総務課までお問合せ下さい。
　　　口座振替可能金融機関
　　  JA 北越後各支店、JA 新潟市各支店、JA 新潟かがやき各支店、ゆうちょ銀行

「新潟かがやき農業協同組合」合併に伴う
豊浦郷土地改良区賦課金等口座振替のご案内について

　令和４年４月１日に合併した「新潟かがやき農業協同組合」の各支店から賦
課金等口座振替契約が可能になりました。
　つきましては、賦課金等口座振替を希望する方は令和４年８月頃までに本土
地改良区総務課へご連絡をお願いいたします。
　尚、口座振替の手数料につきましては、土地改良区が負担致します。

⑥　振込納入取扱い金融機関は、賦課金通知書裏面に記載しております。
⑦　賦課金通知書がお手元に届きましたら、納期限前でも一括納入が可能です。
⑧　本土改賦課金の期別納入の考え方　・１期は水利費（耕作者負担分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・２期は事業費（所有者負担分）
　　として分けて賦課しておりますので、ご参考にしてください。
⑨　止むを得ない事情により納期限までに納入できない場合は、地区選出の理事
　　又は本土改総務課までご相談ください。

組合費に関するお問合せ先：豊浦郷土地改良区　総務課　☎ 0254 − 24 − 4145

　令和 4 年度の賦課基準日並びに納期限は下記のとおり、組合費は別表のとおりとなり
ます。納期限までに納入下さるようお願いいたします。

　土地改良区は組合員により組織され、事業に要する経費と運営に要する経費は、
原則として組合員が負担することになっており、組合員の義務でもあります。（土
地改良法第 36 条）
　組合員間の公平性を確保するため、賦課金等を滞納した場合には、督促状や催
告状により自主的な納付を促しておりますが、納付されない場合には、滞納者
の意思にかかわらず賦課金債権を強制的に徴収いたします。（土地改良
法第 39 条）

賦課金等の納入について
～ 未納の場合は財産の差押えを行います ～

令和4年度組合費の賦課徴収方法
及び徴収時期等について
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圃場整備事業特別会計（10a当り賦課額）

科目
賦課基準 期別納付額

種　　別 割 10ａ当り額 1期 2期

特
別
賦
課
金

松 浦 地 区 圃 場 整 備 事 業 特 別 賦 課 金 地 積 割 2,000 円 2,000 円

荒 川 地 区 圃 場 整 備 事 業 特 別 賦 課 金 〃 2,000 円 2,000 円

西 江 地 区 圃 場 整 備 事 業 特 別 賦 課 金 〃 2,000 円 2,000 円

中 浦 第 ２ 工 区 地 区 圃 場 整 備 事 業 特 別 賦 課 金 〃 2,000 円 2,000 円

上 中 山 地 区 圃 場 整 備 事 業 特 別 賦 課 金 〃 2,000 円 2,000 円

佐 々 木 地 区 圃 場 整 備 事 業 特 別 賦 課 金 〃 2,000 円 2,000 円

中 浦 第 １ 工 区 地 区 圃 場 整 備 事 業 特 別 賦 課 金 〃 2,000 円 2,000 円

豊 浦 工 区 地 区 圃 場 整 備 事 業 特 別 賦 課 金 〃 2,000 円 2,000 円

一般会計（10a当り賦課額）

科目
賦課基準 期別納付額

種　　別 割 10ａ当り額 1期 2期

経
常
賦
課
金

運 営 事 務 費 （ 全 地 域 ） 地 積 割 2,500 円 1,250 円 1,250 円

第 一 頭 首 工 掛 幹 線 水 路 維 持 管 理 費 〃 32 円 32 円

阿 賀 用 水 右 岸 土 地 改 良 区 連 合 維 持 管 理 費 〃 1,165 円 1,165 円

県 営 か ん 排 奥 右 エ 門 川 維 持 管 理 費 〃 132 円 132 円

県 営 か ん 排 万 十 郎 川 維 持 管 理 費 〃 182 円 182 円

県 営 か ん 排 吹 切 川 維 持 管 理 費 〃 63 円 63 円

特
別
賦
課
金

県 営 圃 場 整 備 三 悠 乙 見 江 地 区 借 入 償 還 金 年次表による 不 均 一 3,575 円

県 営 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 松 浦 地 区 借 入 償 還 金 〃 不 均 一 4,128 円

県 営 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 荒 川 地 区 借 入 償 還 金 〃 不 均 一 6,513 円

県 営 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 西 江 地 区 借 入 償 還 金 〃 不 均 一 931 円

県 営 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 中 浦 第 2 工 区 地 区 借 入 償 還 金 〃 不 均 一 411 円

県 営 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 上 中 山 地 区 借 入 償 還 金 〃 不 均 一 707 円

県 営 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 佐 々 木 地 区 借 入 償 還 金 〃 不 均 一 507 円

付帯県営かん排阿賀野川右岸１期地区借入償還金（奥右衛門川排水路） 〃 不 均 一 532 円

付帯県営かん排阿賀野川右岸１期地区借入償還金（万十郎川排水機場排水路） 〃 不 均 一 1,098 円

付帯県営かん排阿賀野川右岸第２地区借入償還金（吹切川排水路） 〃 不 均 一 266 円

農 業 基 盤 整 備 促 進 事 業 本 田 単 独 か ん 排 地 区 借 入 償 還 金 〃 不 均 一 3,804 円

新 井 郷 川 排 水 機 場
維 持 管 理 分 担 金

１ 級 地 地 積 割 369 円 369 円

２ 級 地 〃 264 円 264 円

２級地（太田川右岸） 〃 264 円 264 円

加 治 川 頭 首 工 及 び 内 ノ 倉 ダ ム 維 持 管 理 分 担 金 〃 140 円 140 円

阿 賀 野 川 頭 首 工 維 持 管 理 分 担 金 〃 132 円 132 円

国 営 加 治 川 用 水 土 地 改 良 事 業 負 担 金 〃 2,500 円 2,500 円

維
持
管
理
負
担
金

北 江 維 持 管 理 負 担 金 〃 450 円 450 円

新 発 田 川 用 水 事 業 維 持 管 理 負 担 金 〃 1,100 円 1,100 円

町 裏 江 用 水 事 業 維 持 管 理 負 担 金 〃 700 円 700 円

柳 曲 排 水 機 場 維 持 管 理、 万 十 郎 川 排 水 機 場 工 事 費 負 担 金 〃 930 円 930 円

令 和 ４ 年 度　　　賦 課 基 準 　
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令 和 ４ 年 度　　　賦 課 基 準 　
維持管理事業特別会計（10a当り賦課額）

科目
賦課基準 期別納付額

種　　別 割 10ａ当り額 1期 2期

経
常
賦
課
金

国 営 造 成 乙 見 江 維 持 管 理 費 地 積 割 300 円 300 円

県 営 造 成 乙 見 江 維 持 管 理 費 〃 200 円 200 円

水 管 理 改 良 施 設 維 持 管 理 費 〃 3,000 円 3,000 円

水 管 理 改 良 施 設（ 圃 場 地 区 ） 維 持 管 理 費 〃 300 円 300 円

新 江 川 維 持 管 理 費 〃 10 円 10 円

旧 新 江 川 維 持 管 理 費 〃 5 円 5 円

中 ノ 目 川 維 持 管 理 費 〃 60 円 60 円

県 営 造 成 豊 浦 用 水 路 維 持 管 理 費 〃 3,000 円 3,000 円

県 営 圃 場 整 備 地 区 維 持 管 理 費 〃 600 円 600 円

二 枚 橋 江 維 持 管 理 費 〃 200 円 200 円

月 岡 揚 水 機 維 持 管 理 費 〃 4,000 円 3,000 円 1,000 円

小 坂 地 区 圃 場 整 備 維 持 管 理 費 〃 2,000 円 2,000 円

三 悠 乙 見 江 地 区 圃 場 整 備 維 持 管 理 費 〃 500 円 500 円

太 斎 地 区 圃 場 整 備 維 持 管 理 費 〃 500 円 500 円

太 斎 地 区 揚 水 機 場 維 持 管 理 費 〃 2,000 円 2,000 円

本 田 地 区 維 持 管 理 費 〃 500 円 500 円

本 田 地 区 揚 水 機 場 維 持 管 理 費 〃 1,700 円 1,700 円

本 田 地 区 排 水 機 場 維 持 管 理 費 〃 1,200 円 1,200 円

県 営 造 成 八 幡 用 水 路 維 持 管 理 費 〃 200 円 200 円

県 営 造 成 松 浦 用 水 路 維 持 管 理 費 〃 200 円 200 円

県 営 造 成 松 岡 用 水 路 維 持 管 理 費 〃 200 円 200 円

県 営 八 幡 排 特 宮 田 排 水 路 維 持 管 理 費 〃 100 円 100 円

県 営 荒 川 排 特 境 川 排 水 路 維 持 管 理 費 〃 100 円 100 円

国 営 造 成 佐 々 木 江 維 持 管 理 費 〃 600 円 600 円

県 営 造 成 西 江 維 持 管 理 費 〃 300 円 300 円

佐 々 木 地 区 維 持 管 理 費 （ 田 ） 〃 700 円 700 円

佐 々 木 地 区 維 持 管 理 費（ 畑、 そ の 他 ） 〃 350 円 350 円

佐 々 木 南 部 事 業 区 県 圃 機 械 排 水 維 持 管 理 費 〃 1,500 円 1,500 円

佐 々 木 南 部 事 業 区 県 圃 自 然 排 水 維 持 管 理 費 〃 1,500 円 1,500 円

佐 々 木 北 部 事 業 区 維 持 管 理 費 〃 1,300 円 1,300 円

佐 々 木 南 部 郷 地 区 圃 場 整 備 維 持 管 理 費 〃 500 円 500 円

新 太 田 川 下 興 野 頭 首 工 維 持 管 理 費 〃 500 円 500 円

万 十 郎 川 排 水 機 場 維 持 管 理 費 〃 1,500 円 1,500 円



65号 10水土里ネットとようらごう

令 和 4 年 度   収 支 予 算 の 概 要

収　入
科　　　目 予　算　額

土地改良事業収入 195,742,543 
　経常賦課金収入 （ 95,225,000　） 
　　運営事務費 （ 85,023,000　）
　　維持管理費 （ 10,202,000　）
　特別賦課金収入 （ 97,395,543　）
　　借入償還金 （ 40,004,543　）
　　県営事業分担金 （ 9,579,000　）
　　国営事業負担金 （ 47,136,000　）
　　維持管理負担金 （ 676,000　） 
　加入金収入 （ 1,000　）
　転用決済金収入 （ 1,311,000　）
　負担金収入 （ 1,810,000　）
附帯事業収入 31,476,000 
基本財産運用収入 83,900 
特定資産運用収入 726,100 
補助金等収入 52,881,567 
寄附金収入 1,000 
業務受託料収入 5,305,000 
雑収入 4,113,000 
借入金収入 5,785,000 
基本財産取崩収入 30,200,000 
特定資産取崩収入 30,000,000 
交付換地清算金収入 160,000,000 
他会計繰入金 92,183,000 
繰越金 51,502,890 

収入合計 660,000,000 

支　出
科　　　目 予　算　額

土地改良事業費支出 5,425,000 
　維持管理費支出 （ 200,000　）
　受託業務費支出 （ 5,225,000　）
一般管理費支出 141,978,000 
　運営事務費支出 （ 130,303,000　）
　事務所費支出 （ 11,675,000　）
土地改良事業負担金支出 45,429,700 
　県営事業分担金支出 （ 35,790,500　）
　その他負担金支出 （ 9,639,200　）
借入金返済支出 75,511,584 
支払利息 1,102,374 
固定資産取得支出 27,350,000 
差入保証金差入支出 600,000 
基本財産積立支出 44,007,900 
　備荒積立金支出 （ 5,017,100　）
　事業積立金支出 （ 38,990,800　）

特定資産積立支出 254,807,567 
　財政調整積立資産 （ 40,000,000　）
　職員退職給付引当積立資産 （ 0　）
　転用決済金積立資産 （ 1,260,000　）
　国営加治川用水地区事前積立資産 （ 53,547,567　）
　換地清算金積立資産 （ 160,000,000　） 

他会計繰出額 43,321,000 
　維持管理事業特別会計繰出金 （ 43,321,000　）
予備費 20,466,875 

支出合計 660,000,000 

令和4年度一般会計収支予算� 660,000,000円

交付換地
清算金収入
160,000,000

交付換地
清算金収入
160,000,000

特定資産
取崩収入
30,000,000

特定資産
取崩収入
30,000,000
基本財産取崩収入
30,200,000
基本財産取崩収入
30,200,000

他会計繰入金
92,183,000
他会計繰入金
92,183,000

土地改良事業収入
195,742,543
土地改良事業収入
195,742,543
経常賦課金 95,225,000
　運営事務費 85,023,000
　維持管理費 10,202,000
特別賦課金 97,395,543
　借入償還金 40,004,543
　県営事業分担金 9,579,000
　国営事業負担金 47,136,000
　維持管理負担金 676,000
加　入　金 1,000
転用決済金 1,311,000
負　担　金 1,810,000

経常賦課金 95,225,000
　運営事務費 85,023,000
　維持管理費 10,202,000
特別賦課金 97,395,543
　借入償還金 40,004,543
　県営事業分担金 9,579,000
　国営事業負担金 47,136,000
　維持管理負担金 676,000
加　入　金 1,000
転用決済金 1,311,000
負　担　金 1,810,000

繰越金
51,502,890
繰越金
51,502,890

業務受託料収入
5,305,000
業務受託料収入
5,305,000

寄附金収入
1,000
寄附金収入
1,000

雑収入
4,113,000
雑収入
4,113,000

収入
単位：円

基本財産
運用収入
83,900

基本財産
運用収入
83,900
特定資産
運用収入
726,100

特定資産
運用収入
726,100

補助金等収入
52,881,567
補助金等収入
52,881,567

附帯事業収入
31,476,000
附帯事業収入
31,476,000

借入金収入
5,785,000
借入金収入
5,785,000

借入金返済支出
75,511,584
借入金返済支出
75,511,584

他会計繰出額
43,321,000
他会計繰出額
43,321,000

予備費
20,466,875
予備費
20,466,875

土地改良事業費支出
5,425,000
土地改良事業費支出
5,425,000
一般管理費支出
141,978,000
一般管理費支出
141,978,000

土地改良事業
負担金支出
45,429,700

土地改良事業
負担金支出
45,429,700

特定資産積立支出
254,807,567
特定資産積立支出
254,807,567 支出

単位：円

運営事務費支出 130,303,000
　役員報酬 7,740,000
　給料手当 52,160,000
　臨時雇賃金 9,970,000
　賞与支払 17,110,000
　その他 43,323,000
事務所費支出 11,675,000

運営事務費支出 130,303,000
　役員報酬 7,740,000
　給料手当 52,160,000
　臨時雇賃金 9,970,000
　賞与支払 17,110,000
　その他 43,323,000
事務所費支出 11,675,000

財政調整積立資産  40,000,000
職員退職給付引当積立資産 0
転用決済金積立資産 1,260,000
国営加治川用水地区
　　   事前積立資産 53,547,567
換地清算金積立資産 160,000,000

財政調整積立資産  40,000,000
職員退職給付引当積立資産 0
転用決済金積立資産 1,260,000
国営加治川用水地区
　　   事前積立資産 53,547,567
換地清算金積立資産 160,000,000

固定資産取得支出
27,350,000
固定資産取得支出
27,350,000

差入保証金差入支出
600,000
差入保証金差入支出
600,000

基本財産
積立支出
44,007,900

基本財産
積立支出
44,007,900 支払利息

1,102,374
支払利息
1,102,374

（単位：円） （単位：円）
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令 和 4 年 度   収 支 予 算 の 概 要

維持管理名 予算額 割合（％）
国営造成乙見江維持管理 6,981,000 4.4%
県営造成乙見江維持管理 1,172,000 0.7%
水管理改良施設維持管理 47,312,000 29.9%
県営造成豊浦用水路維持管理 13,707,000 8.7%
県営圃場整備地区維持管理 1,970,000 1.2%
二枚橋江維持管理 232,000 0.1%
月岡揚水機維持管理 710,000 0.4%
小坂地区圃場整備維持管理 4,923,000 3.1%
三悠乙見江地区圃場整備維持管理 2,555,000 1.6%
太斎地区圃場整備維持管理 3,636,000 2.3%
本田地区維持管理 17,188,000 10.9%
県営造成八幡用水路維持管理 740,000 0.5%
県営造成松浦用水路維持管理 644,000 0.4%

科　目 予算額 割合（％）
松浦地区圃場整備事業 59,137,000 26.2%
荒川地区圃場整備事業 13,435,000 5.9%
西江地区圃場整備事業 36,914,000 16.3%
中浦第２工区地区圃場整備事業 36,714,000 16.2%

科　目 予算額 割合（％）
上中山地区圃場整備事業 11,275,000 5.0%
佐々木地区圃場整備事業 28,100,000 12.4%
中浦第１工区地区圃場整備事業 29,005,000 12.8%
豊浦工区地区圃場整備事業 11,720,000 5.2%

合　計 226,300,000 100.0%

維持管理名 予算額 割合（％）
県営造成松岡用水路維持管理 1,659,000 1.0%
県営造成八幡排特宮田排水路維持管理 218,000 0.1%
県営造成荒川排特境川排水路維持管理 216,000 0.1%
県営造成城下排特城下排水路維持管理 62,000 0.1%
国営造成佐々木江維持管理 6,002,000 3.8%
県営造成西江維持管理 1,669,000 1.1%
佐々木地区維持管理 3,214,000 2.0%
佐々木南部事業区維持管理 7,715,000 5.0%
佐々木北部事業区維持管理 4,970,000 3.1%
佐々木南部郷地区圃場整備維持管理 3,980,000 2.5%
新太田川下興野頭首工維持管理 14,240,000 9.0%
万十郎川排水機場維持管理 12,705,000 8.0%

合　　　計 158,420,000 100.0%

令和４年度維持管理事業特別会計収支予算� 158,420,000円

令和４年度�圃場整備事業特別会計収支予算� 226,300,000円

収入
単位：円

土地改良事業収入
31,631,900
土地改良事業収入
31,631,900

業務受託料収入
38,098,000
業務受託料収入
38,098,000

土地改良事業費支出
34,315,000
土地改良事業費支出
34,315,000

特別賦課金収入 31,631,900
　松浦地区 7,028,900
　荒川地区 1,764,700
　西江地区 3,552,100
　中浦第 2工区地区 4,573,100
　上中山地区 1,069,400
　佐々木地区 3,895,300
　中浦第 1工区地区 6,786,700
　豊浦工区地区 2,961,700

特別賦課金収入 31,631,900
　松浦地区 7,028,900
　荒川地区 1,764,700
　西江地区 3,552,100
　中浦第 2工区地区 4,573,100
　上中山地区 1,069,400
　佐々木地区 3,895,300
　中浦第 1工区地区 6,786,700
　豊浦工区地区 2,961,700

繰越金
87,315,400
繰越金
87,315,400 補助金等収入 8,845,000補助金等収入 8,845,000

借入金収入
59,950,000
借入金収入
59,950,000

寄附金収入 10,000寄附金収入 10,000

他会計繰出額
29,144,000
他会計繰出額
29,144,000

予備費
91,766,000 
予備費
91,766,000 支出

単位：円

圃場整備費支出（会議旅費等） 20,224,000
その他事業費支出  14,091,000
圃場整備費支出（会議旅費等） 20,224,000
その他事業費支出  14,091,000

R3補正・R4分担金分借入金 59,950,000
　松浦地区 15,000,000
　荒川地区 9,075,000
　西江地区 8,000,000
　中浦第 2工区地区 11,250,000
　上中山地区 5,025,000
　佐々木地区 11,600,000

R3補正・R4分担金分借入金 59,950,000
　松浦地区 15,000,000
　荒川地区 9,075,000
　西江地区 8,000,000
　中浦第 2工区地区 11,250,000
　上中山地区 5,025,000
　佐々木地区 11,600,000

農業経営高度化支援事業補助金 1,001,000
農用地等集団化事業補助金 7,844,000
農業経営高度化支援事業補助金 1,001,000
農用地等集団化事業補助金 7,844,000

県営事業分担金 70,030,000
その他負担金 1,045,000
県営事業分担金 70,030,000
その他負担金 1,045,000

土地改良事業負担金支出
71,075,000
土地改良事業負担金支出
71,075,000雑収入 449,700雑収入 449,700

収入
単位：円

土地改良事業収入
73,408,300
土地改良事業収入
73,408,300

土地改良事業費支出
85,205,600
土地改良事業費支出
85,205,600

維持管理費支出 67,608,000
適正化事業費支出 6,900,000
適正化事業拠出金支出 6,715,600
その他事業費支出 1,982,000
委託業務費支出 2,000,000

維持管理費支出 67,608,000
適正化事業費支出 6,900,000
適正化事業拠出金支出 6,715,600
その他事業費支出 1,982,000
委託業務費支出 2,000,000

事務費繰出金 12,401,000
施設管理積立金繰出金 17,798,000
施設管理積立金取崩金繰出金 20,000,000
県営事業分担金繰出金 12,840,000

事務費繰出金 12,401,000
施設管理積立金繰出金 17,798,000
施設管理積立金取崩金繰出金 20,000,000
県営事業分担金繰出金 12,840,000

経常賦課金収入 69,235,100
負担金収入 4,173,200
経常賦課金収入 69,235,100
負担金収入 4,173,200

繰越金
32,383,140
繰越金
32,383,140

補助金等収入
180,000
補助金等収入
180,000

雑収入
499,500
雑収入
499,500
業務受託料収入
2,418,060
業務受託料収入
2,418,060

他会計繰入金
43,321,000
他会計繰入金
43,321,000

交付金収入
6,210,000
交付金収入
6,210,000

他会計繰出額
63,039,000
他会計繰出額
63,039,000

予備費
10,175,400 
予備費
10,175,400 

支出
単位：円

（単位：円） （単位：円）

 （単位：円） （単位：円）
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祝  主要地方道新発田津川線　  五十公野バイパス開通
　

主
要
地
方
道
新
発
田
津
川
線
「
五
十
公
野

バ
イ
パ
ス
」
が
令
和
4
年
6
月
17
日
（
金
）

午
後
3
時
に
開
通
し
ま
し
た
。

　

五
十
公
野
バ
イ
パ
ス
は
、
市
中
心
部
や

五
十
公
野
地
区
で
の
慢
性
的
な
渋
滞
解
消
や

地
域
住
民
の
安
全
確
保
並
び
に
地
域
経
済
の

発
展
の
た
め
、
平
成
24
年
か
ら
「
主
要
地
方

道
新
発
田
津
川
線
五
十
公
野
バ
イ
パ
ス
及
び

周
辺
地
域
整
備
促
進
協
議
会
（
以
下
、
促
進

協
議
会
）」
が
主
体
と
な
っ
て
推
進
活
動
を

行
い
、
平
成
28
年
か
ら
は
新
潟
県
が
県
営
経

営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
「
松
浦
地
区
」「
米

倉
地
区
」「
五
十
公
野
地
区
」
と
連
携
し
な

が
ら
道
路
改
良
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

当
管
内
の
「
松
浦
地
区
」
で
は
、
五
十
公

野
バ
イ
パ
ス
用
地
の
大
部
分
に
当
た
る
約

3.0
ha
を
創
設
非
農
用
地
換
地
に
よ
り
確
保
し
、

提
供
い
た
し
ま
し
た
。

　

開
通
に
先
立
ち
、
同
日
午
前
11
時
か
ら
促

進
協
議
会
主
催
に
よ
る
開
通
交
通
安
全
祈
願

祭
及
び
開
通
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

に
は
新
発
田
市
内
に
お
い
て
開
通
式
典
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
通
式
典
で
は
、
促
進
協
議
会
会
長
の
石

井
修
氏
（
新
潟
県
議
会
議
員
）
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、「
新
発
田
津
川
線
は
大
変
歴
史
あ
る

道
路
。
沿
線
に
は
古
く
か
ら
の
史
跡
が
あ
る
。

五
十
公
野
バ
イ
パ
ス
の
開
通
を
契
機
に
、
こ

の
歴
史
あ
る
地
域
が
益
々
発
展
し
て
も
ら
い

た
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

五
十
公
野
バ
イ
パ
ス
開
通
に
よ
り
、
新
発

田
市
街
地
の
渋
滞
緩
和
、
通
学
路
の
安
全
確

保
と
と
も
に
、
新
潟
東
港
か
ら
東
北
方
面
へ

の
最
短
ル
ー
ト
を
形
成
し
、
物
流
の
円
滑
化

や
所
要
時
間
の
短
縮
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新潟県警察
新発田警察署副署長

原伸一様

上 ： テープカット
右 ： 開通交通安全祈願祭
左 ： 開通パレード

新発田市長
二階堂馨様

新潟県新発田地域振興局長
吉田誠吾様

新発田市議会議長
若月学様

新潟県農地部長
登り俊也様

新潟県土木部長
金子法泰様

新潟県新発田地域振興局
地域整備部長
山郷和久様

促進協議会会長
・新潟県議会議員

石井修様
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祝  主要地方道新発田津川線　  五十公野バイパス開通

出典：新潟県新発田地域振興局地域整備部パンフレットを加工して作成

丑首

六日町

主
要
地
方
道

新
発
田
津
川
線

新発田市街地

八幡

開通区間概要
五十公野バイパスの概要

◆起 終 点：新発田市六日町地内～新発田市丑首地内
◆延　　長：2.25km
◆幅　　員：歩道あり区間 13.0m
　　　　　　歩道なし区間  9.5m
◆道路区分：第 3種　第 2級
◆設計速度：60km/h
◆事業年度：平成 28年度～令和 4年度
◆関連事業：経営体育成基盤整備事業（ほ場整備）

国際拠点港湾
新潟東港

新新バ
イパス

日本海
東北自

動車道

県営経営体育成基盤整備事業
「五十公野地区」

県営経営体育成基盤整備事業
「米倉地区」

県営経営体育成基盤整備事業
「松浦地区」

新発田南バイパス
【H16.3 月共用】

市道五十公野バイパス線
【H26.3 月共用】

荒町バイパス
【H25.3 月共用】



65号 14水土里ネットとようらごう

国営土地改良事業「加治川用水地区」

加治川用水の安定供給と 　施設の長寿命化に向けて
　

国
営
土
地
改
良
事
業
「
加
治
川
用
水
地

区
」
は
、
平
成
24
年
の
着
工
か
ら
11
年
目

と
な
り
、
事
業
完
了
に
向
け
引
き
続
き
各

施
設
の
改
修
等
、
鋭
意
工
事
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。（
下
図
の
と
お
り
）

　

豊
浦
郷
土
地
改
良
区
関
係
で
は
、
加
治

川
第
１
頭
首
工
に
お
い
て
、
右
岸
側
洪
水

吐
ゲ
ー
ト
や
エ
プ
ロ
ン
の
改
修
な
ど
の
本

体
工
事
が
完
了
し
、
本
年
秋
以
降
に
は
旧

管
理
棟
の
撤
去
な
ど
周
辺
整
備
工
事
を
予

定
し
ま
す
。

　

松
岡
た
め
池
で
は
、
施
設
の
安
全
性
を

確
認
す
る
た
め
、
本
年
3
月
か
ら
試
験
湛

水
を
開
始
し
、
今
年
度
は
た
め
池
の
遠
隔

監
視
が
可
能
と
な
る
水
管
理
施
設
の
設
置

や
、
管
理
棟
周
辺
の
舗
装
工
事
な
ど
、
松

岡
た
め
池
の
完
成
に
向
け
て
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

　

乙
見
江
支
線
用
水
路
で
は
、
冬
期
間
断

水
を
行
い
、
各
分
水
施
設
の
水
路
改
修
や

ゲ
ー
ト
改
修
工
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

又
、
浦
～
動
木
橋
耕
地
に
か
け
て
、
3
号

サ
イ
ホ
ン
改
修
工
事
に
着
手
し
、
工
事
用

道
路
の
造
成
工
事
か
ら
順
次
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

　

用
水
の
適
正
配
分
を
行
う
た
め
の
水
管

理
施
設
改
修
工
事
も
昨
年
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
今
年
度
は
各
分
水
工
に
お
い
て
、

水
量
監
視
が
で
き
る
水
位
計
や
流
量
計
等

を
設
置
す
る
工
事
を
行
い
、
事
業
完
了
後

は
各
地
域
に
お
い
て
遠
隔
に
よ
る
用
水
量

の
集
中
管
理
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
改
修
工
事
を
順
次
進
め
事
業

完
了
に
向
け
て
邁
進
致
し
ま
す
。

断水のお願い
　今年の稲刈り後、水路並びにゲート改修工事により第１頭首工掛の用水路が
断水となります。（国営乙見江支線用水路・国営佐々木江支線用水路 等）
　関係する地域の皆様には大変ご迷惑をお掛けいたしますが、火の元には十分
にご注意くださいますよう、ご理解とご協力の程よろしくお願い申し上げます。
　なお、断水期間の詳細につきましては今後改めて文書を回覧させていただきます。

令和４年度工事実施予定
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国営土地改良事業「加治川用水地区」

加治川用水の安定供給と 　施設の長寿命化に向けて
松岡ため池

H29 H30 H31
（R1） R2 R3 R4 R5

松岡ため池建設工事 試験湛水

技術検討委員会

周辺整備

水管理施設

ため池周辺道路の舗装及び安全柵など、
ため池周辺の整備工事を行います。

実際にため池に水を貯めて、
水位を下げるまでの一連の操
作を行い、ため池の安全性を
確認します。

この委員会で安全性の
評価を行います。

ため池を運用・管理するための施設の
製作・設置を行います。洪水吐

取水施設

堤体

松岡川

管理棟

出典：北陸農政局加治川二期農業水利事業所資料を加工して作成

国営乙見江支線用水路（３号サイホン改修）
【工事実施　予定時期】　　（同時期に松岡川横断工事も実施予定）
　令和４年６月～令和４年１２月　工事用道路設置工事
　令和４年１０月～令和６年３月　新設水路（開水路）設置工事
　令和５年１０月～令和６年３月　現況水路（管水路）撤去工事
　令和６年４月～令和６年１０月　工事用道路撤去工事

令和４年６月より工事用道路の造成工事に着手しております。

管水路から開水路に改修します。



65号 16水土里ネットとようらごう

「豊浦郷地区」かんがい排水事業
　県営かんがい排水事業
　・水管理システム　１式

「松浦地区」ほ場整備
　県営経営体育成基盤整備事業
　・暗渠排水工事　１式

「荒川地区」ほ場整備
　県営経営体育成基盤整備事業
　・地区外排水路工　L=435m
　・区画整理工事　A=3.3ha

「上中山地区」ほ場整備
　県営経営体育成基盤整備事業
　・実施設計　１式
　・換地業務　１式

「中浦第２工区地区」ほ場整備
　県営経営体育成基盤整備事業
　・実施設計　１式
　・換地業務　１式

「西江地区」ほ場整備
　県営経営体育成基盤整備事業
　・実施設計　１式
　・換地業務　１式

令和 4 年度 農業農村　　整備事業実施予定
「下興野頭首工」
　土地改良施設維持管理適正化事業
　老朽化によるゲート補修
　・洪水吐ゲート補修　２門
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令和 4 年度 農業農村　　整備事業実施予定

「豊浦工区地区」ほ場整備
　県営農業農村整備事業調査計画
　・計画概要書作成 他　１式

「中浦第１工区地区」ほ場整備
　　県営農業農村整備事業調査計画
　・計画概要書作成 他　１式

「本田第２揚水機場」
　土地改良施設維持管理適正化事業
　老朽化によるバルブモーター取替
　・自然圧用開閉バルブモーター取替 １式

「万十郎川排水路」
　国営付帯県営かんがい排水事業
　　と併せ行う農地防災排水事業
　阿賀野川右岸１期地区
　・実施設計　１式

「吹切川排水路」
　国営付帯県営かんがい排水事業
　　と併せ行う農地防災排水事業
　阿賀野川右岸第２地区
　・市道横断工　１式

「佐々木地区」ほ場整備
　県営経営体育成基盤整備事業
　・実施設計　１式
　・換地業務　１式

「奥右衛門川排水路」
　国営付帯県営かんがい排水事業
　　と併せ行う農地防災排水事業
　阿賀野川右岸（１期）地区
　・排水路工事

「万十郎川排水機場」
　国営付帯県営かんがい排水事業
　　と併せ行う農地防災排水事業
　阿賀野川右岸１期地区
　・排水機場外構工事他　１式



65号 18水土里ネットとようらごう

　

令
和
４
年
度
の
松
浦
地
区

は
約
２
億
円
規
模
の
予
算

（
令
和
３
年
度
補
正
＋
令
和

４
年
度
当
初
）
に
よ
り
事
業

を
進
め
て
参
り
ま
す
。　

　

東
部
地
区
と
松
岡
地
区
で

は
、
全
耕
地
に
お
い
て
区
画

整
理
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
暗
渠
排
水
工
事
を

順
次
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

一
方
、
浦
地
区
で
は
、
大

崎
・
浦
耕
地
の
区
画
整
理
工

事
が
完
了
し
、
現
在
は
、
国

道
２
９
０
号
下
の
未
施
工
区

域
に
お
い
て
、
埋
蔵
文
化
財

保
護
盛
土
の
確
保
な
ど
、
工

事
着
手
に
向
け
た
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
関
連
事
業
で
は
、

五
十
公
野
バ
イ
パ
ス
が
6
月

17
日
に
開
通
し
、
今
後
は
八

幡
バ
イ
パ
ス
に
用
地
を
提
供

し
た
う
え
で
工
事
に
着
手
す

る
予
定
で
す
。
国
営
加
治
川

用
水
地
区
で
は
３
号
サ
イ
ホ

ン
改
修
工
事
に
着
手
し
、
国

営
事
業
と
連
携
し
な
が
ら
早

期
の
区
画
整
理
工
事
完
了
を

目
指
し
ま
す
。

東
部
地
区
・
松
岡
地
区
　
区
画
整
理
工
事
が
完
了
、
暗
渠
排
水
工
事
を
順
次
実
施
予
定

浦
地
区
　
未
施
工
区
域
の
工
事
着
手
に
向
け
て
準
備
中
、
国
営
事
業
と
連
携
し
早
期
完
了
目
指
す

県営経営体育成基盤整備事業　松浦地区

着手前

着手前

竣工

竣工

松岡村上耕地（区画整理第 30 次工事：（株）石井組）

六日町耕地（区画整理第 28 次工事：（株）水倉組）

五十公野地区

米倉地区

小坂地区

荒川地区

真
木
山

１級河川
芋卸江川

１
級
河
川
松
岡
川

区画整理工事完了

乙見江支線用水路

区画整理工事未実施

国
道
29
0
号

八幡
バイパス

区画整理工事完了

下新保導水路

乙見江支線用水路

区画整理工事完了

⑤松岡ため池

芋卸江川

五十公野
バイパス

天辻川排水路

松岡村上耕地　田植えの様子
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換地評価委員会の様子（R4.4.12）換地評価委員会の様子（R4.6.10）

県営経営体育成基盤整備事業　荒川地区

区画整理工事・
暗渠排水工事完了

松浦地区
（松岡道下耕地）

国道
29

0 号

一級河川荒川川

月岡温泉

瑞波集落

区画整理工事・
暗渠排水工事完了

区画整理第 11 次工事
A=3.3ha

排水路工事
L=435m

荒川集落

　

西
江
地
区
は
、
未
採
択
で
あ
っ
た
「
２
期
地
区
」
が
令

和
４
年
度
に
事
業
採
択
と
な
り
、
全
耕
地
に
お
い
て
工
事

実
施
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
事
業
内
容
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
実
施
設

計
と
換
地
業
務
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

換
地
業
務
で
は
本
年
４
月
か
ら
換
地
評
価
委
員
会
を
開

催
し
て
お
り
、
換
地
原
案
の
作
成
に
向
け
た
勉
強
会
や
検

討
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
全
関
係
者
を
対
象

と
し
た
換
地
に
関
す
る
集
落
説
明
会
や
意
向
調
査
な
ど
を

行
い
、
年
度
内
で
の
換
地
原
案
の
作
成
及
び
発
表
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
秋
に
は
１
期
地
区
の
一
部
に
お
い
て
埋
蔵
文

化
財
確
認
調
査
も
予
定
し
て
お
り
、
関
係
機
関
と
調
整
を

図
り
な
が
ら
早
期
の
工
事
着
手
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

県営経営体育成基盤整備事業　西江地区

一級河川太田川

新発田市街地

北蓑口西蓑口

1 期採択

南バイパス（R460）

西宮内

西新発田駅

一級河川新
発田川

日本
海

東北
自動
車道

2 期採択

則清

曽根

上中沢
日渡

白新線

　

令
和
４
年
度
の
荒
川
地
区
は
約

1
億
２
千
万
円
規
模
の
予
算
（
Ｒ
３

補
正
＋
Ｒ
４
当
初
）
に
よ
り
、
荒
川

集
落
上
流
の
区
域
の
区
画
整
理
工
事

Ａ
＝
３
．
３
ha
と
集
落
内
を
流
れ
る

排
水
路
工
事
Ｌ
＝
４
３
５
ｍ
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
工
事
が
完
了
す
る
と
、

荒
川
地
区
全
耕
地
が
区
画
整
理
済
み

と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
確
定
測
量
な
ど
を
行
い
、

事
業
完
了
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

尚
、
荒
川
地
区
が
今
ま
で
実
施
し

て
き
た
軟
弱
地
盤
対
策
や
湧
水
処
理
な

ど
に
よ
り
、
予
定
さ
れ
て
い
た
事
業
費

が
大
幅
に
増
額
と
な
っ
た
た
め
、
計
画

変
更
の
手
続
き
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
12
月
に
計
画
変
更
に
対
す
る
同
意
徴

集
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

区画整理第 11 次工事区域

荒川集落
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県営経営体育成基盤整備事業
「中浦第２工区地区」「上中山地区」「佐々木地区」

　

令
和
３
年
度
に
新
規
着
工
地
区
と
し
て

事
業
採
択
さ
れ
た
中
浦
第
２
工
区
地
区
、

上
中
山
地
区
、
佐
々
木
地
区
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
地
形
図
作
成
業
務
が
完
了
し
て
お

り
ま
す
。

　

昨
年
末
に
は
、
上
中
山
地
区
で
地
区
境

界
立
会
が
完
了
し
て
お
り
、
中
浦
第
２
工

区
地
区
、
佐
々
木
地
区
で
も
本
年
４
月
に

地
区
境
界
立
会
を
実
施
し
、
各
地
区
の
事

業
実
施
区
域
を
確
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
4
月
に
は
、
実
施
設
計
業
務
が
発

注
さ
れ
、
地
形
図
や
地
区
境
界
の
成
果
を

も
と
に
、
区
画
割
や
用
水
・
排
水
の
詳
細

設
計
作
業
を
実
施
中
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
換
地
業
務
も
予
定

し
て
お
り
、
換
地
計
画
樹
立
に
向
け
た
作

業
も
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
工
事
委
員
会
、
換
地
評
価
委

員
会
等
の
中
で
、
区
画
割
や
換
地
の
検
討

を
進
め
、
早
期
の
工
事
着
手
に
向
け
た
準

備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

佐々木地区
１期

２期中道
両新田

砂山

鳥穴

３期
４期

５期

事業費 116,000 千円
（R3 補正 +R4 当初）

１期

１期

見城

本村

増川

中居

月岡温泉
中ノ目新田

下中ノ目

乗廻
２期

２期

２期

３期

３期

３期

４期
５期

上中山地区 中浦第 2 工区地区

事業費 67,000 千円
（R3 補正 +R4 当初）

事業費 150,000 千円
（R3 補正 +R4 当初）

　

中
浦
第
１
工
区
地
区
と
豊
浦
工
区
地
区
は
、

県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
の
令
和
５

年
度
新
規
採
択
に
向
け
て
調
査
事
業
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　

調
査
事
業
で
は
基
本
設
計
の
一
環
と
し
て

土
壌
調
査
も
実
施
し
、
暗
渠
排
水
の
必
要
性

を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
豊
浦
工
区
地
区
は

昨
年
秋
に
、
中
浦
第
１
工
区
地
区
で
は
４
月

初
め
に
土
壌
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
１
月
に
は
全
関
係
者
を
対
象

と
し
た
換
地
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
県
当
局
に
お
い
て
計
画
概
要
書

の
作
成
を
進
め
て
お
り
、
秋
以
降
に
は
土
地

改
良
法
に
基
づ
く
施
行
申
請
手
続
き
に
入
り

同
意
徴
集
を
行
う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

経営体育成基盤整備事業　新規計画地区
「中浦第１工区地区」「豊浦工区地区」

事業名 県営農業農村整備事業調査計画 経営体育成促進換地等調整事業

調査期間 令和２年度～令和４年度（３ヵ年） 令和３年度～令和４年度（２ヵ年）

調査内容
土壌調査、計画設計、

経済効果算定、計画概要書作成

地区内農地等状況調査、合意形成促進、

地区内アンケート調査、地域営農構想

作成、換地設計基準作成

地区名 中浦第１工区 豊浦工区 中浦第１工区 豊浦工区

面積 341.1ha 150.3ha 382.0ha 172.0ha

全体調査費 38,681,000円 21,855,000 17,959,000円 8,085,000円

本年度調査費 25,340,000円 13,780,000円 8，427,000円 3,794,000円

土壌調査の様子 調査孔の掘削
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国営附帯県営かんがい排水事業と併せ行う農地防災排水事業
阿賀野川右岸１期・第２地区

　

阿
賀
野
川
右
岸
地
区
の
令
和
４

年
度
事
業
は
総
額
2
億
7
千
万

円
（
豊
浦
郷
土
地
改
良
区
関
係
分
、

Ｒ
3
補
正
予
算
＋
Ｒ
４
当
初
予

算
）
に
よ
り
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

1
期
地
区
の
万
十
郎
川
排
水
機

場
で
は
、
柳
曲
排
水
路
が
7
月
に

接
続
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
全
流
域

を
受
け
て
の
運
転
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
機
場
内
の
外
構
工
事
な
ど

の
付
帯
工
事
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

万
十
郎
川
排
水
路
で
は
、
詳
細

設
計
を
実
施
中
で
あ
り
、
佐
々
木

地
区
圃
場
整
備
事
業
と
連
携
し
な

が
ら
工
事
着
手
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

　

第
2
地
区
の
吹
切
川
排
水
路
で

は
、
県
道
豊
栄
天
王
線
の
横
断
工

事
が
完
了
し
、
今
年
度
は
集
落
内

の
市
道
横
断
工
事
に
着
手
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

吹切川排水路
ブロックマット布設状況

旧小里川排水路

関屋大川排水機場

旧小里川

駒林川

阿賀野川

国道 460 号

国道 49 号

ＪＲ水原駅

羽越本線

ＪＲ豊栄駅

白新線

新
井
郷
川

日
本
海
東
北
自
動
車
道

福島潟放水路

新発田市街国道 290 号

国
道
７
号

内沼排水路

福島潟承水路

大沼排水機場

長浦岡方排水機場

新井郷川排水機場

塚田川

万十郎川排水機場

奥
右
衛
門
川
排
水
路

吹
切
川
排
水
路

排水路工　１式 市道横断工　１式など

排水路設計 １式

外構工事　１式など
福
島
潟

放水路右岸排水機場
福島潟２号排水機場

万十郎川排水路

阿賀野川右岸地区　令和４年度の実施内容
（豊浦郷土地改良区関係分のみ）

阿賀野川右岸１期地区 
塚田川 L=1,415m
奥右衛門川排水路 L=1,925m
万十郎川排水路 L=3,081m
万十郎川排水機場 1 箇所

阿賀野川右岸第２地区 
吹切川排水路 L=1,686m

阿賀野川右岸第 3 地区 
旧小里川排水路 L=1,563m
関屋大川排水機場 1 箇所
放水路右岸排水機場 1 箇所
福島潟 2 号排水機場 1 箇所

凡　　　例
排 水 路（１期地区）
排水機場（１期地区）
排 水 路（第２地区）
排水機場（第２地区）
排 水 路（第３地区）
排水機場（第３地区）
排 水 路（国営事業）
排水機場（国営事業）

福島潟
県道横断工（完了）

鳥穴

金鉢

市道横断工（R4実施）
吹切川排水路
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農業・農村の有する多面的　 機能の維持・発展を図るために農業・農村の有する多面的　 機能の維持・発揮を図るために

　

土
地
改
良
区
は
、
組
合
員
や
多
面
的
機
能
支

払
制
度
活
動
組
織
な
ど
の
維
持
管
理
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
乗
用
草
刈
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
用

ア
ー
ム
式
草
刈
機
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
の
農

業
用
機
械
の
貸
出
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
農
道
補
修
も
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

機
械
の
貸
出
・
グ
レ
ー
ダ
ー
農
道
補
修
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
の
お
申
込
み
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
土
地

改
良
区
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

豊
浦
郷
土
地
改
良
区
管
内

で
は
、
32
活
動
組
織
、
約
３
，

２
０
０
ha
、
総
額
１
億
3
千

万
円
に
よ
り
、
農
用
地
、
水

路
、
農
道
等
の
保
全
管
理
が

地
域
の
共
同
活
動
に
よ
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
草
刈
り
、

水
路
の
泥
上
げ
、
農
道
の
砂

利
敷
き
の
他
に
、
農
業
用
施

設
の
補
修
、
農
用
地
や
施
設

を
活
用
し
た
植
栽
活
動
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
活
動
組
織
は
、
新

発
田
市
多
面
的
機
能
支
払
制

度
広
域
協
定
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
広
域
協
定
に
は
新
発

田
市
内
の
全
５
土
地
改
良
区

が
参
加
し
、
総
額
５
億
円
規

模
に
よ
り
市
内
の
ほ
ぼ
全
域

に
て
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

各
土
地
改
良
区
は
、
事
務

局
業
務
を
受
託
し
、
交
付
金

の
配
分
や
制
度
内
容
の
相
談
、

連
絡
な
ど
地
域
の
共
同
活
動

に
対
し
て
幅
広
い
支
援
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
が
有
効
に
活
用
さ

れ
、
地
域
が
活
性
化
さ
れ
る

よ
う
土
地
改
良
区
は
サ
ポ
ー

ト
し
て
参
り
ま
す
。

機械名称 単位 使用料
（消費税込） 備考

ハンマーナイフモア １日 24,000 円 半日使用の場合は
使用料半額

小型乗用草刈機 １時間 1,500 円 1時間未満の使用は
1時間とする

ラジコン式草刈機 １時間 2,000 円 　　　〃
トラクター用アーム式
草刈機（トラクター付） １日 30,000 円 半日使用の場合は

使用料半額
トラクター
（フロントローダー付） １日 16,000 円 　　　〃

トラクター
（ロータリー付） １日 20,000 円 　　　〃

軽トラック １日 5,000 円 　　　〃

チェーンソー １日 3,000 円

肩掛式刈払機 １日 2,000 円 替刃は借受人の負担

ハンマーナイフモア
（24,000 円／日）

ラジコン式草刈機
（2,000 円／時間）

トラクター用アーム式草刈機（トラクター付）
（30,000 円／日）

水路の泥上げ

防草シートの設置

水路の藻刈り

鳥獣害防護柵等の保守管理

ゲート類等の保守管理

施設の定期的な巡回点検・清掃

農用地の草刈り 水路、農道の草刈り 農道の砂利敷

農
業
用
機
械
の
貸
出
・

　
　
グ
レ
ー
ダ
ー
農
道
補
修

�

に
つ
い
て
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農業・農村の有する多面的　 機能の維持・発展を図るために農業・農村の有する多面的　 機能の維持・発揮を図るために
新発田市多面的機能支払制度広域協定

※各活動組織への令和４年度交付額は、令和３年度と同程度です。（長寿命化を除く）

令和３年度　管内活動組織の収支状況
活動組織名 取組集落

収入額 支出額 次年度
繰越額交付額等 調整額 日当 購入・リース費 外注費 その他

三悠乙見江地区農地保全会 切梅・二ツ堂・竹ケ花・
池ノ端・下中ノ目・西蓑口 14,181,887 14,181,887 12,945,791 4,621,275 4,454,261 2,137,984 1,732,271 1,236,096

太斎地区農地保全会 上荒町・太斎・久保・
佐々川 3,179,282 2,795,282 384,000 2,905,641 434,000 565,560 1,434,774 471,307 273,641

小坂地区農地保全会 赤橋・小坂・小友・
浦新田・浦 8,714,860 8,433,568 281,292 6,502,548 1,536,000 1,859,308 2,122,416 984,824 2,212,312

本田地区農地保全会
興野・上本田・下本田・
八万・中ノ通・天王の一部・
滝沢の一部（旧本田土改地区）

17,252,077 17,002,077 250,000 16,470,350 2,633,000 4,179,028 8,786,737 871,585 781,727

佐々木川西江保全会 北蓑口・西宮内・則清・
日渡・曽根 7,052,559 7,324,851 -272,292 6,201,266 2,416,500 2,014,779 1,284,991 484,996 851,293

佐々木地区
環境保全協議会

佐々木・下興野・上中沢・
飯島甲・飯島乙・砂山・鳥
穴・両新田

30,595,104 30,595,104 27,972,586 6,206,000 4,371,465 13,759,293 3,635,828 2,622,518

荒町下区農業保全会 下荒町 1,114,606 1,024,606 90,000 1,028,443 263,000 325,240 263,086 177,117 86,163

戸板沢農地保全会 戸板沢 720,675 775,675 -55,000 653,143 155,500 308,976 106,377 82,290 67,532

動木橋環境保全会 動木橋 1,263,017 1,263,017 1,260,204 386,000 535,737 338,467 2,813

大伝本村農地保全会 大伝本村・横堀 373,953 434,953 -61,000 331,546 66,500 91,260 64,680 109,106 42,407

中ノ目新田農地保全会 中ノ目新田 3,838,835 3,838,835 3,593,753 1,126,020 656,210 1,231,996 579,527 245,082

乙次農村環境保全隊 乙次（下飯塚の一部含） 1,605,420 1,742,420 -137,000 1,451,756 186,000 433,893 600,430 231,433 153,664

吉浦農地保全会 吉浦（下飯塚の一部含） 2,073,363 1,938,363 135,000 2,046,541 503,500 780,452 403,300 359,289 26,822

大沢農地保全会 大沢（下飯塚の一部含） 964,898 1,196,898 -232,000 872,296 278,000 257,775 168,378 168,143 92,602

竹俣万代保全会 竹俣万代 1,256,846 1,256,846 1,162,850 191,500 29,160 789,020 153,170 93,996

加治万代農地保全会 加治万代 1,691,846 1,821,846 -130,000 1,600,335 94,000 107,140 1,176,660 222,535 91,511

万代農地保全会 万代 614,465 815,465 -201,000 542,144 185,000 124,084 110,460 122,600 72,321

天王農地保全会 天王 4,784,614 4,784,614 4,711,358 1,152,000 1,474,911 1,515,822 568,625 73,256

三ッ椡集落 三ッ椡 4,049,872 3,949,872 100,000 4,003,826 1,887,000 891,607 581,347 643,872 46,046

福島味菜苦楽部 福島 2,487,631 2,559,631 -72,000 2,261,156 985,500 402,297 497,291 376,068 226,475

乗廻農地管理組合 乗廻 2,605,391 2,898,391 -293,000 2,340,552 901,000 468,000 590,754 380,798 264,839

岡屋敷保全会 岡屋敷 1,303,699 1,344,699 -41,000 1,172,930 459,000 313,280 199,206 201,444 130,769

月岡環境保全組合 月岡 954,268 754,268 200,000 942,276 265,500 103,595 558,202 14,979 11,992

滝沢区地域資源保全会 滝沢 2,371,239 2,371,239 2,274,862 1,353,000 501,568 420,294 96,377

六日町資源保全隊 六日町 692,711 692,711 676,835 130,000 350,447 103,689 92,699 15,876

大崎農地環境保全会 大崎 1,064,033 964,033 100,000 1,035,758 488,400 289,129 258,229 28,275

やわた農地保全会 八幡 2,191,762 2,191,762 2,170,536 390,000 876,274 397,260 507,002 21,226

八新保全管理チーム 八幡新田 761,673 761,673 748,218 161,000 401,836 96,529 88,853 13,455

法正橋農地保全会 法正橋 929,445 975,445 -46,000 845,063 250,000 220,120 263,074 111,869 84,382

松岡農地・水保全会 松岡 5,508,881 5,508,881 5,132,348 1,637,000 2,302,856 794,035 398,457 376,533

荒川地区活動組織 荒川・田家・新荒川・瑞波 5,132,231 5,132,231 4,988,728 2,529,500 997,736 654,662 806,830 143,503

上中山農地保全会 見城・本村・増川・中居 2,812,011 2,812,011 2,698,131 911,000 1,035,481 429,401 322,249 113,880

管内合計 計 32 組織 134,143,154 134,143,154 0 123,543,770 34,781,695 31,723,465 41,121,854 15,916,756 10,599,384

支出割合
28.15% 25.68% 33.29% 12.88%

日当 購入・リース費 外注費 その他

単位：円
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N
o. 6
5

令
和
4
年
6
月
2
9
日
発
行

●
発
行
　
　
  豊
浦
郷
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
  新
発
田
市
乙
次
 281番

地
2   ☎（

0254）24‐4145
●
印
　
刷
　
株
式
会
社
 天
野
印
刷 面

　積

組
合
員
2,670人

田 3,299.7ha
畑 87.4ha
その他 14.2ha
計 3,401.3ha

土地改良区
の現況
R4.3末現在

編
集
後
記

　

旧
佐
々
木
土
地
改
良
区
か
ら

豊
浦
郷
に
仲
間
入
り
し
て
早

く
も
４
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

佐
々
木
の
時
は
管
内
750
ha
で
も

な
か
な
か
把
握
し
き
れ
な
か
っ

た
の
に
、
豊
浦
郷
で
は
管
内
３
，

４
０
０
ha
も
の
耕
地
面
積
が
あ

り
、
自
分
の
担
当
地
区
以
外
は

な
か
な
か
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

だ
ら
け
で
す
。
そ
ん
な
中
、
各

地
区
の
事
業
が
担
当
職
員
の
対

応
に
よ
り
着
実
に
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

圃
場
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、

県
の
財
政
ひ
っ
迫
の
影
響
で
、

私
の
担
当
す
る
佐
々
木
地
区
を

は
じ
め
、
思
う
よ
う
に
工
事
が

進
ま
な
い
状
況
で
す
。
今
後
の

経
営
安
定
の
た
め
に
も
で
き
る

だ
け
早
く
進
め
て
も
ら
い
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

や
中
国
の
政
策
な
ど
に
よ
り
肥

料
や
資
材
が
高
騰
し
、
我
々
農

家
は
尚
一
層
大
変
な
状
況
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
事
態

の
収
束
、
米
価
の
回
復
と
今
年

の
豊
作
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

 

本
間
記

広
報
委
員
長　
　

遠
藤　

敏
雄

　

委　

員　
　
　

齋
藤　

耕
一

　

〃　
　
　
　
　

本
間　

藤
雄

　

〃　
　
　
　
　

阿
部　

正
博

　

〃（
事
務
局
）　

阿
部　

孝
弘

“こんな時には必ず届出をしてください”
・農地中間管理事業等による受委託をする場合
・組合員が死亡された場合
・農地を売買、交換、相続等する場合
・地目変更（畑、宅地等に転用）する場合
・住所や組合員名を変更する場合
・農業者年金受給のため経営移譲する場合
・公共事業によって農地が買収された場合

※土地改良区の台帳は、組合員からの異動届に
より変更されます。この手続きをしないと組
合員資格や賦課令書等の名義が直らないまま
処理されます。

※農業委員会や市役所（死亡届）への届出だけ
では土地改良区の台帳は異動しません。

※令和 5年度賦課は令和 5年 3月 31 日までの届
出が基礎となります。

《届出用紙は土地改良区にありますので、認印をご持参の上、提出をお願いします。》

公共事業によって農地が買収された場合も届け出が必要です。この場合、原則的に現資格者である
組合員が、地区除外申請と決済金を納入しなければなりません。（土地改良法第 42 条第 2項）

　不法投棄は「５年以下の懲役若しくは 1,000 万円以下の罰金」
により処罰されます。
①不法投棄を目撃したら　⇒直ちに警察へ通報願います。
②不法投棄された廃棄物を発見したら
　⇒場所、ゴミの種類を土地改良区又は市役所へご連絡ください。

不法投棄を防止しましょう！

飯島地内

吉浦地内

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

令
和
4
年
3
月
20
日

　
新
発
田
地
域
耕
地
協
議
会

  

第
54
回
土
地
改
良
事
業
功
労
者
表
彰

　
　
理
事 

五
十
嵐 

直 

明 

様
（
八
幡
）

　
総
代
在
職
　
15
年
9
か
月

  

（
令
和
3
年
3
月
　
理
事
就
任
）

　
　
総
代 

小 

池 

康 

博 

様 

（
小
坂
）

　
在
職
　
15
年
9
か
月

　
　
総
代 

佐
々
木 

政 

司 

様
（
興
野
）

　
在
職
　
15
年
9
か
月

　
　
総
代 

湯 

淺 

嘉 

雄 

様 

（
浦
）

　
在
職
　
15
年
9
か
月

　
　
総
代 

武 

藤 

英 

咲 

様 

（
荒
川
）

　
在
職
　
15
年
9
か
月

　
※
年
数
は
受
賞
現
在
で
す
。

　

永
年
に
わ
た
り
土
地
改
良
事
業
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。


